
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 挟まれ・巻き込まれ 性別 男性 年齢 40 業種区分 土木

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 約2か月

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

安全確認状況

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

毎朝のKY活動において、施工中の危険予知の徹底を行い、安全への意識向上を行うとともに安全
ロックレバーを引き上げるよう徹底した。
衣類の操作レバーへのひっかかり防止のため服装は整え、かさばる服は脱いで作業する。
整理整頓を心がけ、事故につながる状態を作らない。
事故後に、全社員で安全大会を実施し、事故の原因・今後の再発防止策などを話し合った。

事故状況図

改善状況図

令和　７年　２月　７日（金曜日）　　14時　30分

くるぶしの骨折

バックホウにて作業を行っていた際にレーキを踏んでしまい、それに気づいた誘導員がバックホウに
近付いて来たため、確認しようと振り返った際にバックホウの操作レバーにオペレーターの衣服が
引っ掛かり、機械が旋回し、工事範囲を規制しているガードレールに衝突。
ガードレールが倒れたことにより、付近にいた誘導員の足がガードレールと地面に挟まれた。

整理整頓が不十分だったために事故につながった。
雪の中での作業であったため、冬季の防寒対策として防寒着を着込んで作業を行っていたが、慣れな
い環境での作業で普段とは異なる服装だったことから、事故につながった。
安全ロックレバーを引き上げが徹底されていなかったことが事故につながった。
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